
  蓮如上人お杖の名泉

シャクナゲ

チャボガヤ

「城山」は、その名の通り、昔、山崎城が

あったといわれている。城跡が山頂の山

です。戦時中は戦闘機などの監視所に

利用されていました。町の人たちの応援

を得て昭和５８年に登山道が整備され、

振り向けば動山（604m）、大杉４町と大

倉岳（651m）が一望出来る素晴らしい山

です。
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奥城山山頂からは

南に大杉兜山（1027m）鈴ヶ岳

（1175m）大日山（1368m）東に

富士写ヶ岳（942m）鞍掛山

（478m）北に動山（604m）と日本

海が望める。隣の山は大鶴山

（557m）尾根道には4月中頃「シャ

クナゲ」が見頃です（150m途中で

引き返すこと）



  　 低山や里山の登山における留意点

　　　　里山自然学校　大杉みどりの里

　　　【服装・装備】　快適で安全に
　　　　　・雑木の中を登る場合、虫刺されやかぶれを防ぐために、長ズボン、長袖で。

　　　　　・足首の保護、ダニの侵入を防ぐために、長めの靴下を着用する。

　　　　　・靴のひもをしっかりとしめて、足が靴の中でぐらつかないようにする。

　　　　　・両手が自由に使えるように、全体のバランスが安定するように、荷物はリュックにまとめ背中に担ぐ。

　　　　　・靴擦れや擦り傷、虫刺され用の医薬品を携行する。

　　　　　・水分は多めに携行する。

　　　　　・非常食（菓子や飴など）を携行する。

　　　　　・歩きやすい雨具を携行する。（上下別のものがベスト。山の天気は変わりやすい）

　　　　　・動物よけ用の鈴や音の出るもの（ラジオなど）を携行する。

　　　　　・汗拭きタオル、ゴミ袋の準備

　　　【歩き方】　疲れ切ってしまわないために、ケガをしないために
　　　　　・登りはじめは特にゆっくり歩く。

　　　　  ・弱い者のペースに合わせる。（先導者はその様子から適切なペースになるよう歩調を調節する。）

　　　　  ・ふつう１５分くらい歩き、５分休憩するが、息が切れるような急坂なら、３分くらい歩いて３０秒休む。

　　　　　・一歩の歩幅を小さくし、蹴り上げないように足裏全体を地面につけながら歩く。

　　　　　・岩や物を下方に落とさないように、着実に歩を進める。（特に下り道）

　　　　　・岩を落としてしまったら、下方に「ラーク（落）」や「落石！」と叫んで伝える。

　　　　　・下り坂では走らない。（地面はデコボコです。転ばなくても捻挫します。）

　　　　　・軍手（手袋）は、下りのロープ場で必要。手のひらが擦れます。

　　　【その他】　自然の中で
　　　　　・衣服にダニがついていないか、休憩ごとにチェックする。

　　　　　・雷を察知したら、より低く比較的乾燥している窪地に身を寄せる。

 　　　 　・ 姿勢を低くして雷が通り過ぎるのを待つ。

　　　　　・大声を出したり、払いのけたりするとハチをより刺激し刺される。姿勢を低くし動かない。

  　　　　  （帽子を着用し黒っぽい衣服は避ける）　

　　　　　・自分が出したゴミは持ち帰る。　　　　　　　　　　　　

　　　　　・クマよけのため、鈴やラジオなど音の出るものを準備する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


